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市政だより
人口の動き

12月1日現在 前月比
人口計 67，721 +125 
男 32 ，6 7 6 ~ 6 4 

女 3 5，0 4 5 ート 6 1 

世帯数 19，713 29 
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新 島

au卑⑪都目官gGFせ
オ月1日 午前ア時 まわりの空気は冷だく肌をさす

昭和58年の初巴をあびて 打初め式ガ始まる

商売繁盛無病患災を願い 槌音ガ響く

一松原鎌打初め式-

打初め式ガ終る頃 境内には初詣での人ガ行き受い

新年のあいさつが あちこちで聞こえる

松原鎌は500年の伝統を誇る 大村市の特産物となっています
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮附ゆ4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社



(2) 、勺むおお市政だより昭和58年1月15日

※
下
水
道

告示日 4月14日

投票日 4月24日
市議会議員選挙
及び市長選挙

告示日 3月29日

投票日 4月10日
県議会議員選挙

任
期
満
了
に
よ
る
県
議
会
議
員
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
及
び

市
長
選
挙
が
、
全
国
的
に
行
わ
れ
る
統

一
地
方
選
挙
に
よ
り
行
わ

れ
ま
す
。

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
は
、
選
挙
の
と
き
ば
か
り
で
な
く
、
選

挙
の
な
い
普
段
の
と
き
か
ら
、
み
ん
な
が
正
し
い
選
挙
を
心
が
け

る
こ
と
に
よ
っ
芝
、
は
じ
め
て
実
現
す
る
も
の
で
す
。

寄
付
の
禁
ヰ
は

寄
付
要
求
の
禁
比

公
職
の
候
補
者
、
公
職
の
候
補

者
と
な
ろ
う
と
す
る
人
お
よ
び
現

在
公
職
に
つ
い
て
い
る
人
は
、
自

分
の
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
名
目
で
あ
ろ
う
と
も
、

寄
付
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
お
祭
り
、
町
内
会

そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
寄

付
や
、
香
典
、
祝
儀
、
花
輪
な
ど

も
寄
付
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
候
補
者
ば
か
り
に
寄
付

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
く
ら
言

っ
て
も
私
た
ち
選
挙
人
が
、
寄
付

を
欲
し
が
っ
た
り
、
直
接
要
求
す

る
人
が
い
て
は
何
も
な
り
ま
せ
ん

そ
こ
で
公
職
選
挙
法
で
は
、

寄

付
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
寄
付

を
要
求
す
る
こ
と
も
禁
止
し
て
い

ま
す
。
候
補
者
ば
か
り
で
な
く
私

た
ち
自
身
も
こ
の
こ
と
を
自
覚
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

品開ん

市
議
会
議
員
選
挙

及
び
市
長
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

2
月
包
巴
附

午
後
4
1
時
初
分

市
民
会
館

3
階

4
月
M
日
執
行
予
定
の
市
議
会

議
員
選
挙
及
び
市
長
選
挙
に
立
候

補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
及
び
、

そ
の
関
係
者
を
対
象
に
、
選
挙
に

関
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

関
係
者
の
人
は
、
必
ず
出
席
し

て
下
さ
い
。

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
方
法
、
か

か
わ
り
ま
す

県
議
会
議
員
選
挙
、
市
議
会
議

員
選
挙
お
よ
び
市
長
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

は
、
今
ま
で
と
ち
が
い
、
選
挙
管

理
委
員
会
が
市
内
問
ヵ
所
に
設
置

す
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
で
な
け
れ

ば
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
場
で
全
候
補
者
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

以
外
に
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
ま
す
と
違
反
と
な
り
処
罰

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。

候
補
者
・
運
動
員
必
携

『地
方
選
挙
早
わ
か
り
』

を
あ
っ
せ
ん
グ

文
化
財a

を
火
ぐぐぐ

グヌ二

カミ

ら
~ 
I了

ろ

っ
2 市民相談コーナー(広報公聴課)ですべて無料で'行っています。

月 お気軽にご相談下さい。
. 

這 '‘ 人権相談 (3日 10:00-15:ω 交通事故相談(22日 10 : 00 -15 : 00) .; 

型 Eぞ1， 行政相談 (10日 9 : 30-12 : 00¥ 厚生・国民年金相談
↑日 /)(己主~\ 主

談 交"l"l::!ll:i人¥ 登記相談 (12日 9: 30-12: 00' (23日 10 : 00 -15 : 00) 

日 ーー巴チモヌジ一一 法律相談 (16日 10: 00 -15 : 00 不動産相談 (25日 13: 00 -16 : 00) 

学
校
、
公
民
館
、
会
社
な
ど
を

は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
文

化
財
が
あ
る
所
が
数
多
い
と
思
い

ま
す
。文
化
財
を
保
護
す
る
な
か
で
最

も
恐
ろ
し
い
の
は
火
災
で
す
。
し

た
が

っ
て
火
災
予
防
の
た
め
の
整

備
と
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
心
が
け
が

必
要
で
あ
り
、
万

一
火
災
が
発
生

し
た
場
合
の
消
火
、
退
避
運
搬
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

検
討
と
確
認
を
し
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
で
防
火
訓
練
な
ど
を
実
植
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
選
挙
に
関
す
る
事
項
を
詳

し
く
掲
載
し
た

寸地
方
選
挙
早
わ

か
り
し
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
選
挙
管
理
委
員

会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い。

頒
布
価
格

千
円

(選
挙
管
理
委
員
会
)

O 

O 

4
1
月
刊
ω
日
は
文
化
財
防
火
デ
l

協
刻
パ
特

E

J
i叩
υ
協

Mm

文
化
財
防
火
デ
l
に
あ
た
っ
て
、

特
別
の
行
事
を
実
施
さ
れ
た
場
合

は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま

で
お
知
ら
せ
下
さ
い。

な
お
文
化
財
の
中
で
火
災
の
被

害
を
受
け
や
す
い
も
の
に
は
、
建

造
物
、
書
画
、
古
文
書
、
衣
服
類
、

家
具
類
、
工
芸
品
、
民
俗
芸
能
の

用
具
、
樹
木
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

築
い
て
守
ろ
う

郷
土
の
自
然

(工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)
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昭
和
田
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
い
く
つ
か
の
懸
案

の
事
業
が
順
調
に
進
捗
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
横
断
自
動
車
道
も
、
大

村
l
長
崎
多
良
見
聞
が
開
通
し

ま
し
た
が
、
こ
の
自
動
車
道
は

県
勢
の
発
展
の
命
綱
と
も
考
え

ら
札
る
も
の
で
、
早
期
に
長
崎

|
大
分
間
の
全
線
開
通
が
望
ま

れ
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
空
港
の
国
際
線

専
用
ピ
ル
も
完
成
し
、
現
在
の

中
国
路
線
の
ほ
か
、
更
に
国
際

路
線
の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
日
、
多
く
の
重
要
な
課
題

夢
を
は
こ
ぶ

新
春
を
迎
え
て

長
崎
県
知
事

勺おおむ市政だより(3) 

高

田

勇

を
抱
え
て
い
る
県
政
は
、

7
・

幻
長
崎
大
水
害
の
本
格
復
旧
、

行
財
政
改
革
の
要
請
、
地
方
交

付
税
交
付
金
の
減
額
な
ど
に
よ

り、

ま
す
ま
す
厳
し
い
局
面
に

遭
遇
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
か
に
困
難
な
中

に
あ
っ
て
も
、
水
、
交
通
網
の

充
実
、
企
業
誘
致
、
基
盤
の
整

備
な
ど
は
、
遠
き
子
孫
に
思
い

を
い
た
し
、
福
祉
の
充
実
と
と

も
に
、
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
課
題
で
す
。

本
年
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

農
林
水
産
業
や
地
場
産
業
の
振

興
、
雇
用
の
安
定
と
福
祉
の
推

進
、
更
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の

振
興
な
ど
を
通
じ
て
、
活
力
に

溢
れ
た
県
政
、
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

葎
身
の
力
を
傾
け
る
所
存
で
す
。

皆
様
の
県
政
に
対
す
る
一
層

の
お
力
添
え
を
切
に
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

大
村
線
新
春
を
か
ざ
り

泊
防
由
加
w
ぬ
戎

功

労

者

を

表

彰

式
典
終
了
後
、
約
加
入
の
団
員

は
、
片
町
1
本
町
i
駅
通
り
1
消

防
署
を
徒
歩
で
行
進
、
沿
道
の
市

民
か
ら
激
励
の
拍
手
を
受
け
ま
し

た。
ま
た
、
消
防
署
横
の
大
上
戸
川

で
新
春
の
空
に
水
の
ア
ー
チ
を
か

け
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

消
防
の
意
気
を
示
し
、
出
初
め
式

を
無
事
終
了
し

宇
品
1
レ
h
~

。

な
お
、
表
彰

を
受
け
た
人
は

次
の
通
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

県
知
事
表
彰

市
長
表
彰

(
お
年
勤
続
章
)

満
居
登
、
中
島

秋
雄
、
福
田
勇
、

黒
川
征
治
、
山

口
調
六
、
山
口

謙
吾
、
三
浦
秀

雄
、
山
口
利
久
、

寺
道
強
、
山
道

久
芳
、
山
口
義

治

新
春
を
か
ざ
る
恒
例
の
消
防
出

初
め
式
が
1
月
8
日
、
市
役
所
横

の
補
助
グ
ラ
ン
ド
で
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
上
駅
通
り
商
居
街
、

下
駅
通
り
商
居
街
の
自
衛
消
防
隊

も
初
参
加
し
、
商
庖
主
ら
は
無
事

故
を
め
ざ
し
気
分
を
引
き
締
め
て

い
ま
し
た
。

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
叩
年
精
続
章
)

市
長
表
彰
(
初
年
勤
続
章
)

山
本
慶
治
、
楠
本
博

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
特
別
有
功
章
)
(
初
年
精
続
章
)

山
口
要

(
特
別
有
功
章
)

永
吉
俊
雄
、

一
瀬
汀
、
岳
尾
信
之
、

藤
本
福
見
、
松
下
邦
博
、
高
坂
澄

景
、
山
田
弘
志
、
溝
口
明
治
、
山

口
謙
吾
、
富
永

一
史
、
神
野
誠
志
、

福
田
勲
、
川
田
佐
俊
、
栗
山
亀
久

寿、

竹
末
恒
義

(
有
功
章
)
(
初
年
精
続
章
)

前
田
安
司
、
神
原
貞
夫
、
久
保
勇
、

中
川
内
進

(
有
功
章
)

中
尾
武
久
、
島
田
清
人
、
中
頭
吉

三
、
山
口
隆

一
郎
、
今
里
毅
、
富

田
利
郎
、
高
尾
稔
、
松
添
雅
征
、

松
崎
国
広
、
久
田

一
郎
、
岳
野
長

二
、
川
添
勝
昭
、
上
谷
澄
人
、

(
却
年
精
続
章
)

前
川
与
、
山
口
要
、
藤
本
強
、
戸

塚
芳
春
、
喜
野
一
正
、
田
中
雅
弘
、

相
白
金
一
、
原
口
忠
則
、
下
井
誠
、

沢
田
雅
敏
、
松
崎
国
広
、
南
勇
次
、

渡
辺
昭
義
、

市
畳
表
彰

(
お
年
精
続
章
)

西
川
義
夫

(
何
年
勤
続
章
)

中
頭
吉
三、

山
口
勇
、
森
克
彦
、

山
口
静
英
、
植
田
敏
幸
、
増
田
繁

樹
、
御
厨
幹
正
、
田
川
守
、
平
野

真
澄
、
水
頭
俊
雄
、
山
下
隆
男
、

岩
下
栄
、
辻
福
寿
、
渡
辺
耕
作
、

谷
野
泉
、
有
川
常
幸
、
梶
原
義
徳
、

渡
辺
隆
一
、

(
無
火
災
分
図
表
彰
)

第
5
分
団
、
第
叩
分
団
、
第
日
分

団市
長
感
謝
状

(
一
般
協
力
者
表
彰
)

第
2
分
団
元
後
援
会
長山
口
安
雄

第
日
分
団
元
後
援
会
長桑

原

忠

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状

(
県
消
防
協
会
長
、
市
長
、
市
消

防
団
長
)

大
塚
林
太
郎
、
増
田
繁
満
、
中
嶋

辰
賓
、
福
田
利
男
、
前
田
連
、
梶

原
勝
徳
、
渡
辺
勝
信
、
森
琢
磨
、

坂
田
義
次
、
鶴
栄
、
小
川
土
喜
雄
、

田
中
米
吉
、
今
里
喜
代
治
、
松
添

武
良
、
溝
江
良
勝
、
中
嶋
実
、
高

月
良
、
羽
佐
古
孝
夫
、
梶
原
末
喜、

西
武
勉
、
吉
岡
連
敏
、
岩
永
福
義、

猪
股
実
、
山
道
俊
朗
、
浦
川
勝
司
、

吉
田
光
治、

山
本
茂
則
、
辻
春
義
、

林
田
正
朋
、

一
瀬
春
見
、
上
瀧
正

利
、
焼
野
芳
則
、
山
口
官
彦
、
藤

崎
正
入
、
岩
打
勝
美
、
福
重
英
春

(
市
消
防
団
長
)
福
重
英
春
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勺むおお市政だより昭和58年 1月15日

※

1
人
1
人
が

企野菜を格安で即売.グ(12125 市民会館)
j大村市青年農業察ガ行われ、共同プロジェケト活動の実績

i売表やチャリティー餅つきを行い、ま芝、自分達の手で作

!った野菜を格安で即売、まただくまに売り切れていましだO

"--ー一
車に気をつけて、渡るんだよ(12123 竹松小前) 一、
受通安全県民運動を盛りあげようと、市長ガ一日警察署長

になって、市内の道路事情などを視察し¥竹松小前では元

気よく登枝する子供達にい車lこ気をつけて…11 と声をかけ

ていましだ。 可V

。
賢
い
患
者
。

に
な
ろ
う

(
国
民
医
療
費
の
適
正
化
)

一因子の浦…"ハイツグ。 (1/5 コミセン)ム
!小学オ年から高根生まで46人ガ集ぎり u新春ガ

iるだ大会μ を開きました。

iこののルタ大会は、 12月刊白からオ月5E3a::で

;開いだ子供かるだ教室の総仕上げで子供達は真

L重~!C:F顔三"8A三車l手J~b戦~-~~-~~-~/~?一一一一一一一ー-)

還付申告は
正しくお早自に

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近

づ
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

人
は
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
済

ま
せ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
確

定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
被
害
を

被
っ
た
り
、
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
り
、
住
宅
を
新
築
や
購
入

し
た
人
な
ど
は
、
特
別
の
控
除
が

あ
り
、
確
定
申
告
を
す
る
と
、
す

で
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が
戻

っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

還
付
申
告
は
、

1
月
か
ら
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
還
付
金
の
お

受
け
取
り
は
、
還
付
申
告
が
集
中

し
ま
す
の
で
、

1
ヵ
月
以
上
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
書
は
、
記
載
例
な
ど

を
参
考
に
し
て
、
ご
自
分
で
正
し

く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
還
付
金
は
銀
行
(
農
協

信
金
を
含
む
)
振
込
み
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非

便
利
で
安
全
な
銀
行
振
込
を
ご
利

用
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮

諌
早
①
γ
1
3
7
0
)
に
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

~受け取りは銀行払込みで~

今月の納税
ー市県民税 4期分

⑨国民健康保険税7期分

1月31日(月)までです

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

毎
日
の
生
活
の
中
で
、

人
権
問

藤
戸
三
郎
琴
浜
町
1

題
に
つ
い
て
お
岡
り
の
人
は
、
お

宮
⑨
γ
2
9
7
7

宗
特
に
人
権
擁
認
委
員
に
ご
相
談
-

皆
同
郷
川

干
さ

い

。

(

敬

称
崎
)

宮
⑤

!
8
5
4
5

松
尾
武
(
再
任
)
大
川
田
町
川

杭
出
津
2
丁
目
印

宮
⑤
1
7
0
2
4

宮
④

2
8
6
0

田
川

山
川
澄
哉 車

穴



※
石
け
ん
で

昭和58年 1月15日
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i国設副議

離
乳
食
は
順

調
に
い

っ
て
ま

す
か
。
生
後
5

カ
月
ま
で
に
一

度
は
、
お
で
か

け
下
き
い
。

勺む

ポク3歳です.グなまえはねえ…

おお市政だより(5) 

僕
ら
の
海
を

保
健
コ

ι-ナt

2月の乳初見健康相談日程

日 時 間 場 所 対 象

9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後4か月までの乳児
1附
13:30-15:00 松原出張所 乳 幼 児

8(刈 9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後5-7か月までの乳児

9 : 30-11 : 00 生後6か月 までの乳児
14(月) 竹松出張所

13 : 00-15 : 00 生後7か月以上の乳幼児

15(刈 9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後8か月以上の乳児
一一一 」

3歳児

健康診査

~無料~

象対

お
洗
た
く

2月の白躍 ・祭巴当番医

日 診療科目 病医院名 所 在 地 電話番号

内 科 同 内 科 東三城町 2 -3000 
6 

外・ 内 科 国 崎医院 古町1丁目 3 -1234 

内 干キ 藤 井 内科 東 本 町 2 -3878 
11 

， 

外 .ij工門科 山 道医院 桜馬場2丁目 3 -2305 

内 ・消化器科 南野内科消化器科 東三城町 3 -3731 
13 

貞 松 整形 外 科 |東 本 町整 形 外科

内 科 早 回 内科 竹松本町 5 -3530 
20 
外 ・内 科 佐 藤外科 杭出津2丁目 I2 -3070 

内 科 朝 長医 院 杭出津2丁目 4 -5000 
27 
整形外科 橋 口 整形 外 科 竹松本町 5 -8739 

査

付時

診

受

場

者 :昭和54年 7月生 まれの幼児が

対象ですが、昭和54年 1月~

同年6月生まれで、まだ健康

診査を受けていない幼児も受

診 して下 きい。

日 1月27日付命

問:午前 9時30分 -10時

午後 1時- 1時30分

所:コ ミュニティセンター

(市役所隣り )

持参するもの o母子健康手帳
O問診票(通知書に同封して

あります。)

2月の健康相談 ー場話五時古盤康相談室
内 容

日
9 : 00-11 : 00 13 : 00 -16 : 00 

2 ~同 乳幼児発達相談 妊婦教室(1)

7(月) 婚前相談 一般健康相談
9側 一一一一一一 妊婦教室 (2)

16附 乳幼児発達相談 姪婦教室 (3)

I 23附一一一一 一一一一一 妊婦教室 (4)



(6) 

福
祉
の
ひ
る
陪

勺む

出考人関韓議報

i宅、(医療受給者証)を受付します
き老
を人か医老健ではの 以 り 70月
行保る者人法き、お 上 の歳 1 昭
つ健こさ保にた新との人(日 和
て健とん健よ老らしすは寝か 58
下康ににでり人し よ べ 65たら年
き手なかお、保くりて歳き、 2

おお市政だより昭和58年 1月15日

新
た
に
交
付
を
受
け
な
い
と
2

月
1
日
か
ら
は
、
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

該
当
す
る
人
に
は
、
ハ
ガ
キ
で

日
時

・
場
所
を
通
知
し
ま
す
の
で
、

指
定
さ
れ
た
日
に
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

健
康
保
険
証
、

印
鑑
、
障
害
年
金
証
書
、
身
体

障
害
者
手
帳

時
間午
前
9
時
初
分
1
午
後
4
時

問
合
せ
先

福
祉
課

精
神
薄
弱
者
授
産
施
設

鐙
白
@
己
鎚
箇
入
所
者
募
集

1
4月
開
所
予
定
|

精
神
薄
弱
者
で
あ
っ
て
、
雇

用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
人
を

入
所
き
せ
、
訓
練
に
よ
り
職
業

を
与
え
て
自
活
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
施
設
で
す
。

定

員

印

人

資
格
O
満
日
歳
以
上
の
精
神
薄

弱
者
O
社
会
的
更
生
能
力
な

ど
を
有
す
る
と
更
生
相
談
所

が
判
定
し
た
人
。

授
産
科
目

農
園
芸
、
ク
リ
|

ニ
ン
グ
、
縫
製
、
紙
箱
加
工

申
込
み
a

問
合
せ
先

福
祉
課

手呈

場 所 月 日

西大村出張所 1月24日開)・25日(刈

竹松出張所 1月26日嗣

萱瀬・福重・松原出張所 1月27日嗣

三浦 ・鈴田出張所 1月28日幽

市役所福 祉課 1月28日幽 ・31日(月)

生

活
を，
d 
軟

出で-
鶴銀方
作似 1[[6_~ 

新 「 な道るい気か伝 歌か つの奥ま歌 づ~ z ぶF
止 老 年 風 1いさ事聞きないまさら昨て祝さでにす γω 蕊
悲いの 景月 輝んもに。いもた返お年プいんにすぐ VtJ 一
笑喜の を 9 きの忘力も 日 や、事祝のレなの、るそ
いこ集 読日 が瞳れ筆ちはり現を電敬ゼど還 子 山 の -. I宮、
こも ，い む あはなをろな H 在 し報老 ンの 暦供道場 宇白 II hJ 
けどの 老 つ 、い 持 んい地でたがのト 時 やささで 邑玉 、y
らも 人 た老。ち、。下もとき 日 しも友んん感 4注 目

んと福 会 。いと歌仕と 足 農かた、て歌達のはじ 1 " 
引 福 を話を事い袋業 。時娘いをの結 、た 姐R

鶴 き 引 知すつ のう をの もさるつ古婚こ事 7J.U1
fF に き ら山くあ元は手 、ん 。く希弐れを -

書午品て雪重量大 献血に 活るす康康 お
後 ん献議 村 環人が相手歳
市 12 1 の 血 所市 ご協力をグ 境によ談帳以
民時月 ごを青献 .課は健なは上
会 3025 協実年血 一一一，ー で 、康ど、 69
F 日 力施部協郎元型車1交 2 管の 別 歳
¥ ('lく) をしの力 )1瓦可守弘ぷ型動|付月理時に未

( 側 3 おま協会@持てf"'f'C5.d Iし 1上に実満
福駐時 願す力で 斗説色柄苦心!ま日希交施 の
祉車 30 い。をは トヤ写rt性イlすか望付す人
課場分 し 得、九 月三~11刀叶 らさし る の
) ま て商 ":~思J!jミ F 生れま健健

- J77:1 
¥ ¥ り頃日の

つ 若 め 25山仕 自
くいた歳 道 事 M 

ぞ，.， <Ji _.!!かとか作手
昭ら話らさを

、〆ぜ 和、す詩ん休
3 和 。歌(め
年歌を 78
、ゃ っ歳筆
当 併 く)を
時句 りは持

日つとに団団
記 た 語つ歌長
の時るくをを
隅も山 つつし
に 、道たくて
書 旅さ歌つい
き先 んは てた
しでは数以萱
る 歌、え来 瀬
しを旅き、青
てつ行れ今年
いくに なま団

日付交

※
昭
和
日
年
度
保
育
所
入
所
受
付
中

(
1
月
白
日
間
ま
で
で
す
、
お
急
ぎ
下
さ
い
)



※
。
水
々

限
り
あ
る
資
限
で
す

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

昭和58年 1月15日

再戸二ミで、

をき コ
(き) ミ

iセユ
7ン二
6タテ L

~，- イグ

勺

番z芸 ご参加下さいグ
ZZRb②切dGJ診E汐信号@M[s雷管台
ガ住尽 参 ヲ 対 内場 日
ヨモ所套 加 ?レ指 象 000容 イ所 4 午 時
に -E貴人ク導 ・ レ紙指 O セ 時前
記氏 1JF M 巴者 定 クク導室ンコ 9 1 
入名五千 叩 輿を 員 ダラ者内タミ 時月
の -f五八味志 ンフのゲ i ユ ¥ 23 
上電と百 のすレスト役| ニ 午日
、話円あ人ク 割ムテ後(日)

むおお市政だより(7) 

大
村
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
愛
好

会

(
干
脱
幸
町
お
|
犯

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)
へ
。

※
電
話
で
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

主
催

長
崎
県
レ
ク
リ
エ
l
シ
ョ

ン
協
会

明
日
の
親
の
た
め
の

教

室

こ
れ
か
ら
親
と
な
る
人
の
た
め

に
健
康
な
子
供
を
産
み
育
て
る
知

識
や
技
術
を
学
習
す
る
教
室
で
す
。

期
間

2
月
3
日
同
j
3
月
M
B

同

毎

週

木

曜

午

後

1
時
加

分
1
3
時
却
分

場

所

コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容

新
し
い
家
庭
の
あ
り
方
、

家
族
計
画
、
妊
娠
中
の
栄
養

と
健
康
、
上
手
な
お
産
、
子
育

て
の
秘
け
っ
、
す
ば
ら
し
い
母

親
と
な
る
た
め
に
、
そ
の
他

講
師

小
児
科
・産
婦
人
科
医
師
、

大
学
教
授
、
保
健
婦
ほ
か

対
象

新
婚
者
、
妊
婦
、
ま
も
な

く
結
婚
す
る
人

申
込
期
限

1
月
お
日

ω

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
へ
。

南
画
教
室
を
開
催

2
月
か
ら
毎
月
第
1
・
3

午
後
1
時
却
分
1
3
時

期
間土
曜
初
分

場
所

中
地
区
公
民
館

対
象

・
定
員

南
画
に
興
味
の
あ

る
人

初
人

講
師

一
瀬
春
郷
先
生
、
オ
木
青

雲
先
生

会
費
月
千
五
百
円

申
込
期
限

1
月
却
日
出

申
込
先

大
村
墨
影
会
臓
部
タ
キ

(西
本
町
捌
1
1

2
②
1
3

8
4
2
)、
中
地
区
公
民
館

ス
ポ
ー
ツ

ヨコ
ー
ナ
ー

第

6
園

高
齢
者
体
育
大
学

期
間

2
月
8
日
ω
1
3
月
幻
日

ω
毎
週
火
曜
午
前
日
時
l

正
午

場
所

市
民
体
育
館

内
容

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
民
踊
、
健

康
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
ト
リ
ム
運

動
ほ
か

対
象

・
定
員

市
内
在
住
の

ω歳

以
上
の
人

初
人

参
加
費

無

料

※
傷
害
保
険
加
入
金
(
捌
円
程

度
)
を
当
日
受
付
け
で
い
た

だ
き
ま
す
。

申
込
期
限

2
月
5
日
出

申
込
方
法

住
所

・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電

話
で
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
。

-判トト
、

l
kい
に
.

市
長
杯
争
奪
ク
ラ
ブ
対
抗

及
び
一
般
男
女
・
初
心
者

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時

2
月
6
日
間

1
午
後
5
時

場
所

市
民
体
育
館

種
目
〔
ク
ラ
ブ
対
抗
〕

ク
ラ
ブ

を
組
織
し
て
い
る
社
会
人
初
心

者
チ
ー
ム
で
ダ
ブ
ル
ス
の
み
。

チ
l
ム
編
成
は
、
男
子
2
、
女

子
2
、
混
合
ー
と
し
、
男
女
と

も

一
組
は

ω歳
以
上
と
す
る
。

重
複
出
場
は
認
め
な
い
。

〔一

般
男
女
〕

シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ

ル
ス

〔
初
心
者
男
女
〕

ダ
ブ

午
前
9
時

ル
ス
の
み
と
し
、
ク
ラ
ブ
対
抗

に
出
場
し
な
い
人
。

参
加
費

一
般
男
女
・
初
心
者
男

女
は
1
種
目
1
人
五
百
円
、
ク

ラ
ブ
対
抗
は
1
チ
l
ム
五
千
円

使
用
球

水
鳥
球

申
込
期
限

1
月
幻
日
嗣

申
込
先

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

(
市
役
所
内
、
森
幸
久
)

全盟実業団バレーmボール大会

T月30日(日) 午後12時30分

市民体育館

(男子)住友金属一帝人三原

(女子)石川繊維一倉紡倉教

教育講演会

「新しい家庭」

酒井広先生
(戸ナウンサー)

講師

市
民
駅
伝
大
会

種
目
を
一
部
変
更

1
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
市
民
駅
伝
大
会
の
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
中
学
生
の
部
で
学
年
・
男
女

別
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

男
女
別

レ
l
ス
の
み
と
し
、
学
年
別
は
行

い
ま
せ
ん
。

午後T時30分

入場:無料

1月29日(土)

市民会館 当日

〈一般)1000円・ 1500円

〈高校) 600同. 800同

(小中学) 400円・ 600円

剛売
入
場
整
理
券

市内各スポーツ居、バレーボール
協会で発売中.グ

※会場整理のだめ入場整理券を発行

しています。各鈎稚園・小学校・中

学校PTA事務局、各婦人会、 市

社会教育課、コミュニティセンタ

ーへ申込んで下さい。



(8) Lコむおお市政だより昭和58年 1月15日
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教
育
モ
ニ
タ
ー

募

集

目

的

政

府

の
文
教
施
策
に
つ
い

て
、
広
く
一
般
国
民
か
ら
批
判
、

意
見
、
要
望
な
ど
を
聞
き
、
文

教
行
政
の
参
考
と
す
る
た
め
。

仕
事
O
文
部
省
の
送
付
す
る
文
書

に
意
見
な
ど
を
記
入
し
、
回
答

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O
そ
の
他
文
教
行
政
に
関
す
る
意

見
、
要
望
な
ど
が
あ
る
場
合
、

随
時
送
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員
叩
人

依
頼
期
間

2
年

応
募
資
格
教
育
に
つ

い
て
関
心

が
あ
り
、
教
育
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
仕
事
に
熱
意
を
も
っ
て
い
る

加
歳
以
上
の
日
本
国

馬

た

だ

し
、
次
の
人
は
応
募
で
き
ま
せ

ん。

O
国
会
議
員
、
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
O
常
勤
の
国
家

公
務
員
、
地
方
公
務
員
(
校
長
、

教
員
は
応
募
で
き
ま
す
)

O
行

政
相
談
員
O
か
つ
て
教
育
モ
ニ

タ
ー
で
あ
っ
た
人

謝
礼
な
ど
謝
礼
は
依
頼
し
た
事

項
に
対
す
る
報
告
1
回
に
つ
い

て
千
五
百
円
を
支
払
い
ま
す
。

ま
た
、
文
部
広
報
な
ど
広
報
資

料
を
発
行
の
つ
ど
送
り
ま
す
。

選
考
結
果

4
月
に
文
部
省
で
決

定
し
、
直
接
本
人
に
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

申
込
期
限

2
月
げ
日
同

申
込
先
県
教
育
庁
総
務
課
(
干

制
長
崎
市
江
戸
町

2
1
U
E

長
崎

ω
T
I
l
-
-
)

※
申
込
用
紙
は
県
教
育
庁
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。
(
教
育
委
員
会
庶
務
課
)

申
請
資
格

無事故優良運転者を表彰

表
彰
区
分

県
表
彰
免
許
取
得
後

2
月
末
現
在
で
、

初

年
・
お
年
以
上
で
同

年
以
上
の
市
表
彰
を

受
け
て
い
る
人

(普

通
免
許
以
上
)

市
表
彰
免
許
取
得
後

2
月
末
現
在
で
凶
年
・

日
年
・
初
年
・
お
年

以
上
の
人
(
免
許
の

種
類
は
問
わ
な
い
)

免
許
取
得
後
、
継
続

し
て
自
動
車
(
原
付
・
小
特
を

含
む
)
の
運
転
に
従
事
し
、
無

事
故
・
無
違
反

(反
則
行
為
後

三
年
を
経
過
し
て
い
る
人
は
資

格
あ
り
)
の
人

申
請
書
提
出
締
明

2
月
日
日

ω

提
出
書
類
表
彰
上
申
書
、
運
転

記
録
証
明
書

(自
動
車
安
全
セ

ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)
な
お
、

2
月
刊
日
同
ま
で
に
、
表
彰
上

申
書
に
証
明
手
数
料
の
一
部
三

百
円
を
添
え
て
協
会
へ
提
出
さ

れ
た
人
に
限
り
、
証
明
書
交
付

を
一
括
代
行
し
ま
す
。

問
合
せ
・
提
出
先
大
村
市
交
通

安
全
協
会
事
務
局
(
宮
③

1
9

8
8
9
)
(
生
活
環
境
課
)
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女子七
憲三
あり
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香

典

返

し

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
上
瀧
シ
ズ

(
赤
佐
古
町
・
亡

夫
近
太
郎
)
三
万
円

マ
田
中
敏
克
(
竹
松
本
町
・
亡

父
熊
夫
)
五
万
円

マ
白
元
秋
良

(
三
の
郷

・
亡
父

喜
津
ご
五
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
大
石
忠

(
竹
松
本
町
・
亡
父

栄
太
郎
)
大
村
子
供
の
家
へ

三
十
万
円

一
般
寄
附

敬
称
略

清
和
国
ヘ

マ
松
原
青
年
団
H
H舞
踊
ほ
か

マ
郡
中
学
校
生
徒
会
よ
音
楽
演

奏
、
演
劇
、
ゲ
ー
ム
ほ
か

マ
星
美
幼
稚
園

l
遊
戯
、
み
か

ん
初
同
手
造
花
“
本

マ
園
芸
高
校
生
活
科

1
窓
拭
奉

仕
、
雑
布

η
枚
、
み
か
ん
叩

g
b
 

1
K
 

マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
H
歌

ゲ

i
ム
ほ
か

マ
活
水
高
校
2
年
下
組

l
ク
リ

ス
マ
ス
カ

l
ド
必
枚

マ
永
尾
昇
(
久
原
団
地
)
参
考

書

5
冊

市
立
病
院
へ

マ
大
村
市
母
チ
寡
婦
福
祉
連
合

ム

E
Iポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
日

台
、
待
合
所
用
uR
椅
-f
6
脚

ー
碑
ζ
.、

藩
政
時
代
を
そ
の
ま
ま
に

グ
風
雪
に
だ
え
た
道
し
る
べ
グ

れ
い
寸
れ
ず
⑪

j

市
内
に
H

藩
政
時
代
ρ

の
姿

を
探
す
と
す
れ
ば
、
以
島
販
を

ま
ず
そ
の
一
つ
に
あ
げ
、
本
小

路
を
町
割
り
の
墓
本
と
し
た
上

小
路
、
小
姓
小
路
に
外
浦
小
置

と
い
つ
だ
土
族
崖
敷
跡
を
偲
ぶ

ほ
か
な
い
。

本
小
路
か
ら
片
町
l
本
町
1

水
主
町
と
往
時
、
ウ
ラ
葺
屋
根
を

ぬ
っ
て
池
田
分
に
入
る
。
本
経
寺
通
り
を
扱
け
て
肢
虎
原
へ
|
。

彼
杵
へ
出
る
H

長
崎
街
道
H

巳
つ
な
ガ
る
。

本
経
寺
角
の
受
差
点
か
ら
国
道
に
向
け
畑

m
位
下
る
と
、
道
路

右
脇
巳
高
さ
百
聞
の
傍
一
ホ
石
(
道
路
案
内
)
ガ
ひ
っ
そ
り
と
建
っ

て
い
る
。

長
い
風
雪
に
さ
う
圃
圃
圃
園
田
咽
J
国
国

11E
省
国
・
・
軍
司

さ
れ
な
ガ
う
、

通

り

圃

E
E
E
E
E-
-
l
!
層
圏

民

す
ぎ
だ
旅
人
の
喜
怒
・
・
・
・
・
・

E
咽
凶
・
・
圃
.
.
.
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・
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時
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E
町
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・

田
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・
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h
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一
一
い
文
字
の
彫
り
は
、
明

JE
司

ア
藩
政
時
代
を
そ
の
ま

V

匂

E
Bま
残
し
て
く
れ
て
い

圃
・
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